
～

■ 拡大 □ 現行のまま継続

□ 改善して継続

□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　大規模小売店舗の増加等に伴い、商店街における売上は減少傾向にあ
り、空き店舗は増加しつつあるが、にぎわいある商店街づくりのために
は、少しでも起業しやすい環境を提供すべきと考える。そのための助成
期間の延長を検討するとともに、対象を賃借料に限定するのではなく、
開業資金としての上限を定め、起業者自らが使途を選択できるようにす
るなど、より利用しやすい制度を検討する必要がある。

事務事業名

会計 款

16

7

基本方針

H25年度の
事業概要・計画

H26年度の事業計画

年度

1

施　　策

細 施 策

恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

　予算細々目名

継続分・新規分　計6件

空き店舗再開事業補助

空き店舗の賃借料の一部を助成することにより、商店街、通り会の空き店舗を解消し、商業の活性化を図る。

年度

中心商店街の活性化対策の推進

2

H27年度の事業計画

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

１　基本事項
松井　勉部等名 産業振興部 課等名 記入者名

商店街振興事業

根拠法令・条例、関連計画等

事業期間

出水市空き店舗再開事業奨励金交付要綱

平成２５年度　実施計画・事務事業評価（事後評価）シート

商工労政課 336内線

実施計画

４　事務事業の対象・手段・意図

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

H24年度の事業概要

①継続分1
　42,000円／月×8月
②継続分2
　50,000円／月×10月
③新規分1
　50,000円／月×12月×2件
④新規分2
　25,000円／月×12月×1件
⑤新規分3
　22,000円／月×12月×1件

奨励金の交付決定をした月から1年間に限り、対象物件に係る賃借料
の2分の1に相当する額を奨励金として交付する（上限５万円／月）

平成

商業の振興

目

平成

総合計画上の
位置付け

細目項

景気低迷や後継者不足等から空き店舗が目立ち始めたことから、本市における起業家の発掘や事業再開の意欲の高
揚を図り、市内商業の振興及び商店街の活性化に資する。

①継続分
　25,000円／月×9月
②新規分１
　42,000円／月×4月
③新規分２
　50,000円／月×2月

1

継続分・新規分　計6件

３　事務事業の概要

1

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

５　今後の方向性、改善案等（行政評価市民委員会）

閉鎖された店舗を直接事業の用に供して、
商業等の事業を開始した者

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

■ 拡大 □ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

24

2 4

目標

①

目標値

2①

活
動
指
標

１　指標の推移

区分
目標

26年度
指 標 名 単位

24年度
目標

25年度 最終目標

②

実績

1

42

□ 

出水商工会議所及び鶴の町商工会等と連携して事業の周知、活用推進を図ることにより、利用者の
増加が期待できる。

な　い 理由

類似事業なし

な　い

□ 

本事業には該当しない。
いいえ

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

□ 

あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

□ 

は　い 理由

②

理由

■ あ　る

あ　る

新規交付

あ　る

空き店舗を活用する起業家、後継者がいなくなる可能性がある。

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

空き店舗に係る補助を実施している市
（鹿児島市、鹿屋市、薩摩川内市、いちき串木野市、南九州市、姶良市、西之表市）

コスト削減（奨励金の削減）は賃借料の自己負担を増やすことになり、最近の経済状況を勘案する
と空き店舗への出店数が減少する恐れがある。

■ 

人継続交付（年度をまたぐ分）

27年度
年度

事務事業評価（事後評価）

一次評価と同様に現行のまま継続とする。

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

■ な　い 理由

□ 

申請数が増えてきており、商店街の活性化に寄与している。
このまま継続するべきものと考える。

　今後の方向性（総合評価）

効
率
性

□ 

■ 

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

人

起業しやすい環境を整備するため、賃借料の助成期間の延長を検討す
る。また、起業者自らが使途を選択できるようにするなど、開業資金と
しての助成方法を検討し、より利用しやすい制度へと拡充する必要があ
る。

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

理由

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等


